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〇 小学校は、国語、算数及び理科において、平均正答率が全国を上回っ

ている。 

〇 中学校は、国語において、平均正答率が全国を上回っている。数学に

おいて、平均正答率が全国を下回っている。理科において、I RT スコア

が全国を下回っている。 

                                                                                                                                                                                                                                       

令和７年度全国学力・学習状況調査結果の概要 

 

 

調査実施期日 

  令和７年４月17日（木） 

 

調査実施校数（県内公立学校）等 

 

 調査実施校数 集計対象者数 

小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年、 

特別支援学校小学部第６学年 
４４０校 ２２，１３４人 

中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、 

中等教育学校第３学年、特別支援学校中学部第３学年 
２３４校 ２０，１３４人 

 

教科に関する調査の結果 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
中 学 校 

理 科 

ＩＲＴ

スコア 

広島県 

（公立） 
495 

全 国 

（公立） 
503 

 
小 学 校 中 学 校 

国 語 算 数 理 科 国 語 数 学 

平均正答率 

（％） 

広島県 

（公立） 
69 59 59 55 47 

全 国 

（公立） 
66.8 58.0 57.1 54.3 48.3 

広島県 

○ IRT とは、項目反応理論（Item Response Theory）と呼ばれる統計理論のことで、生徒の正答・誤答

が、問題の特性（難易度、測定精度）によるのか、生徒の学力によるのかを区別して分析し、生徒の学力スコ

アを推定することができる。 

○ IRT では、これまでのように、同一の問題セットを生徒が一斉に解答し、その正答数によって正答率を算出

する調査とは異なり、複数の問題セットが用意され、個々の生徒が異なる問題セットを解答しても、生徒の学

力スコアを推定することができる。 

○ 各学校や自治体に提供される IRT スコアは、500 を基準にしたスコアで示されている。IRT を導入する年

の IRTスコアを基準値として、経年比較が可能となる。 
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   教科に関する問題の調査結果  

１ 小学校 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 国語については、平均正答率が69％で、全ての内容において平均正答率は全国平均より高い。 

○ 正答数分布グラフは、右寄りの山形になっており、中央値は10 問（全国10 問）、最頻値は12 問

（全国11問）となっている。 

○ D層（正答数0－6問）の児童の割合は、全国に比べて2.7ポイント低い。 

□ 【ちらし】の下線部アを、漢字を使って書き直
す（好み（このみ）） 

（設問 ２四ア）    84.6％（全国81.6％） 
 
□ 山田さんが手ぬぐいの模様について言葉と図で
説明した理由として適切なものを選択する 

（設問 ２二）   83.3％（全国81.8％） 

正答率下位２問 正答率上位２問 

■ 【話し合いの様子】の田中さんの発言の空欄Ａ
に当てはまる内容として適切なものを選択する 

（設問 ３三（１））   41.3％（全国40.8％） 
 
■ 【資料３】を読み、【木村さんのメモ】の空欄
イに当てはまる内容として適切なものを選択す
る（設問 ３二（２）  52.6％（全国 51.3％） 

国 語 

全国平均正答率を上回った上位２問 全国平均正答率を下回った下位２問 

□ 【資料１】を読み返して言葉の変化について自
分が納得したことを、【資料２】、【資料３】、【資料
４】に書かれていることを理由にしてまとめて書
く 

（設問 ３三（２） 61.9％（全国 56.3％、全国比
＋5.6 pt） 

 
□ 【インタビューの様子の一部】で小森さんが傍
線部アのように発言した目的として適切なものを
選択する 

（設問 １三（１））75.0％（全国 71.8％、全国比
＋3.2 pt）※同ポイント 

 
□ 【ちらし】の二重傍線部を、【調べたこと】を基
に詳しく書く 

（設問 ２三）  64.5％（全国 61.3％、全国比
＋3.2 pt）※同ポイント 

□ 該当なし 
 

※正答数ごとの層分布（全国四分位） 
全国の児童を正答数の大きい順に整列

し、人数割合により 25％刻みで A～D の４
つの層に分け、その層別の状況を示したも
の。 

単位は％（児童の割合） 

令和７年度全国学力・学習状況調査小学校第６学年国語 https://www.nier.go.jp/25chousa/pdf/25mondai_shou_kokugo.pdf 

今年度、各教科の分析に、新たに次のような項目
を増やしました。 
 
○正答数ごとの層分布（全国四分位） 
  学習につまずきが見られる D 層の児童生徒
の割合に着目し、児童生徒一人一人に対する支
援や手立てを考えることにつなげていくため。 

 
○全国平均正答率を上回った上位（下回った下
位）２問 

  全国平均正答率と比べることで、各教科にお
ける広島県の傾向を把握し、授業改善等の取組
につなげていくため。 

https://www.nier.go.jp/25chousa/pdf/25mondai_shou_kokugo.pdf
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２ 小学校 算数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 算数については、平均正答率が59％で、領域別では「変化と関係」の平均正答率が全国平均と同程

度で、その他は全国平均より高い。 

○ 正答数分布グラフは、なだらかな右寄りの山形になっており、中央値は10問（全国10問）、最頻

値は11問（全国10問、11問）となっている。 

○ D層（正答数0－5問）の児童の割合は、全国に比べて1.2ポイント低い。 

□ １／２＋１／３を計算する 
（設問 ３（４））    84.5％（全国81.3％） 
 
□ 新品のハンドソープが空になるまでに何プッシ
ュすることができるのかを調べるために、必要な
事柄を選ぶ 

（設問 ４（１））    82.7％（全国82.8%） 

正答率下位２問 正答率上位２問 

■ ３／４＋２／３について、共通する単位分数
と、３／４と２／３が、共通する単位分数の幾つ
分になるかを書く 

（設問 ３（２））  23.9％（全国23.0％） 
 
■ 都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が増えたか
どうかを調べるために、適切なグラフを選び、出
荷量の増減を判断し、そのわけを書く 

（設問 １（２））    33.3％（全国31.0％） 

 

算 数 

全国平均正答率を上回った上位２問 

 

全国平均正答率を下回った下位２問 

 
□ １／２＋１／３を計算する 
（設問 ３（４）） 84.5％（全国 81.3％、全国比
＋3.2pt） 

□ 都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が増えたか
どうかを調べるために、適切なグラフを選び、出
荷量の増減を判断し、そのわけを書く 

（設問 １（２）） 33.3％（全国 31.0％、全国比
＋2.3pt） 

 

■ １０％増量したつめかえ用のハンドソープの内
容量が、増量前の何倍かを選ぶ 

（設問 ４（４）） 39.7％（全国 40.9％、全国比
－1.2pt） 

 
■ 方眼上の五つの図形の中から、台形を選ぶ 
（設問 2（２））  49.5％（全国 50.2％、全国比
－0.7pt） 

 

※正答数ごとの層分布（全国四分位） 
全国の児童を正答数の大きい順に整列

し、人数割合により 25％刻みで A～D の４
つの層に分け、その層別の状況を示したも
の。 

単位は％（児童の割合） 

令和７年度全国学力・学習状況調査小学校第６学年算数 https://www.nier.go.jp/25chousa/pdf/25mondai_shou_sansuu.pdf 

https://www.nier.go.jp/25chousa/pdf/25mondai_shou_sansuu.pdf
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３ 小学校 理科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レタスの種子の発芽の結果から、てるみさんの気付きを基に、見いだした問題について書く 

 

 

 

 

 

 

 

○ 理科については、平均正答率が59％で、全ての領域において平均正答率は全国平均より高い。 

○ 正答数分布グラフは、右寄りの山形になっており、中央値は11 問（全国10 問）、最頻値は12 問

（全国12問）となっている。 

○ D層（正答数0－6問）の児童の割合は、全国に比べて2.7ポイント低い。 

□ 赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込む時間の
違いを調べる実験の条件について、コップＡの土
の量と水の量から、コップＢの条件を書く 

（設問 １（１））    82.1％（全国79.5％） 
 
□ 【結果】や【問題に対するまとめ】から、中く
らいの粒の赤玉土に水がしみ込む時間を予想し、
予想した理由とともに選ぶ 

（設問 １（３））    79.6％（全国77.8%） 
 

正答率下位２問 正答率上位２問 

■ アルミニウム、鉄、銅について、電気を通す
か、磁石に引き付けられるか、それぞれの性質に
当てはまるものを選ぶ 

（設問 ２（１））  10.2％（全国10.6％） 
 
■ レタスの種子の発芽の結果から、てるみさんの
気付きを基に、見いだした問題について書く 

（設問 ３（４））    36.9％（全国29.9％） 

 

理 科 

全国平均正答率を上回った上位２問 

 

全国平均正答率を下回った下位２問 

 
□ レタスの種子の発芽の結果から、てるみさんの
気付きを基に、見いだした問題について書く 

（設問 ３（４）） 36.9％（全国 29.9％、全国比
＋7.0pt） 

 
□ 赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違
いをまとめたわけについて、結果を用いて書く 

（設問 １（２）） 66.1％（全国 60.5％、全国比
＋5.6pt） 

 

■ アルミニウム、鉄、銅について、電気を通す
か、磁石に引き付けられるか、それぞれの性質に
当てはまるものを選ぶ 

（設問 ２（１）） 10.2％（全国 10.6％、全国比
－0.4pt） 

 
■ ベルをたたく装置の電磁石について、電流がつ
くる磁力を強めるため、コイルの巻数の変え方を
書く 

（設問 2（３））  77.7％（全国 78.0％、全国比
－0.3pt） 

 

※正答数ごとの層分布（全国四分位） 
全国の児童を正答数の大きい順に整列

し、人数割合により 25％刻みで A～D の４
つの層に分け、その層別の状況を示したも
の。 

単位は％（児童の割合） 

令和７年度全国学力・学習状況調査小学校第６学年理科 https://www.nier.go.jp/25chousa/pdf/25mondai_shou_rika.pdf 

https://www.nier.go.jp/25chousa/pdf/25mondai_shou_rika.pdf
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４ 中学校 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 国語については、平均正答率が 55％で、内容別では、「言葉の特徴や使い方に関する事項」の平均

正答率は全国平均より低く、他の内容は全国平均より高い。 

○ 正答数分布グラフは、やや右寄りの山形になっており、中央値は８問（全国８問）、最頻値は８問

（全国８問）となっている。 

○ D層（正答数0－5問）の生徒の割合は、全国に比べて0.2ポイント低い。 

□ 「兄」と「弟」が、物語の中でどのような性格

の人物として描かれているかを書く 

（設問 ３二）   90.6％（全国89.9％） 

 

□ ちらしに「会場図」を加えた目的を説明したも

のとして適切なものを選択する 

（設問 １二）       82.8％（全国82.5％） 

 

正答率下位２問 正答率上位２問 

■ 「一 榎木の実」に書かれている場面が、「二  

釣の話」には書かれていないことによる効果につい

て、自分の考えとそのように考えた理由を書く 

（設問 ３四）      18.6％（全国17.1％） 

 

■ 発表のまとめの内容をより分かりやすく伝えるた

めのスライドの工夫について、どのような助言をす

るか、自分の考えを書く 

（設問 ２四）     25.2％（全国23.2％） 

 

国 語 

全国平均正答率を上回った上位２問 

 

全国平均正答率を下回った下位２問 

 
□ ちらしの読み手に向けて、今年の美術展の工夫
について伝える文章を書く 

（設問 １四）  33.5％（全国 31.0％、全国比
＋2.5pt） 

□ 発表のまとめの内容をより分かりやすく伝える
ためのスライドの工夫について、どのような助言
をするか、自分の考えを書く 

（設問 ２四）   25.2％（全国 23.2％、全国比
＋2.0pt） 

 

■ 手紙の下書きを見直し、誤って書かれている漢
字を見付けて修正する 

（設問 ４一）   54.0％（全国 57.3％、全国比
－3.3pt） 

■ 変換した漢字として適切なものを選択する（会
心（かいしん）） 

（設問 １一）   33.9%（全国 35.2％、全国比
－1.3pt） 

※正答数ごとの層分布（全国四分位） 
全国の児童を正答数の大きい順に整列

し、人数割合により 25％刻みで A～D の４
つの層に分け、その層別の状況を示したも
の。 

単位は％（生徒の割合） 

令和７年度全国学力・学習状況調査中学校第３学年国語 https://www.nier.go.jp/25chousa/pdf/25mondai_chuu_kokugo.pdf 

https://www.nier.go.jp/25chousa/pdf/25mondai_chuu_kokugo.pdf
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５ 中学校 数学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 数学については、平均正答率が47％で、全ての領域において平均正答率は全国平均より低い。 

○ 正答数分布グラフは、なだらかで左に寄っており、中央値は７問（全国７問）、最頻値は４問（全国

３問、４問）となっている。 

○ D層（正答数0－3問）の生徒の割合は、全国に比べて0.2ポイント高い。 

 

□ Ａの手元のカードが３枚とも「グー」、Ｂの手元

のカードが３枚とも「チョキ」でじゃんけんカー

ドゲームの１回目を行うとき、１回目にＡが勝つ

確率を書く 

（設問 ７（１））    76.7％（全国77.４％） 

 

□ Ａ駅からの走行距離と運賃の関係を表すグラフの

何を読み取ればＣ駅とＤ駅の間の走行距離が分かる

かを選ぶ 

（設問 ８（１））    71.9％（全国71.9％） 

正答率下位２問 正答率上位２問 

■ ３ｎと３ｎ＋３の和を２（３ｎ＋１）＋１と表
した式から、連続する二つの３の倍数の和がどん
な数であるかを説明する 

（設問 ６（２））  23.8％（全国25.7％） 
 
■ 一次関数ｙ＝６ｘ＋５について、ｘの増加量が
２のときのｙの増加量を求める 

（設問 ４）    32.0％（全国34.7％） 

 

数 学 

全国平均正答率を上回った上位２問 

 

全国平均正答率を下回った下位２問 

 
□ １から９までの数の中から素数を全て選ぶ 
（設問 １）   33.7％（全国 31.8％、全国比
＋1.9pt） 

 
□ Ａ駅から６０．０ｋｍ地点につくられる新しい
駅の運賃がおよそ何円になるかを求める方法を説
明する 

（設問 ８（２）） 39.2％（全国 38.0％、全国比
＋1.2pt） 

 

■ △ＡＢＣにおいて、∠Ａの大きさが５０°のと
きの頂点Ａにおける外角の大きさを求める 

（設問 ３）   55.3％（全国 58.1％、全国比
－2.8pt） 

 
■ 一次関数ｙ＝６ｘ＋５について、ｘの増加量が
２のときのｙの増加量を求める 

（設問 ４）    32.0%（全国 34.7％、全国比
－2.7pt） 

 

単位は％（生徒の割合） 

※正答数ごとの層分布（全国四分位） 
全国の児童を正答数の大きい順に整列

し、人数割合により 25％刻みで A～D の４
つの層に分け、その層別の状況を示したも
の。 

令和７年度全国学力・学習状況調査中学校第３学年数学 https://www.nier.go.jp/25chousa/pdf/25mondai_chuu_suugaku.pdf 

https://www.nier.go.jp/25chousa/pdf/25mondai_chuu_suugaku.pdf
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６ 中学校 理科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 上で取り上げた問題は、公開問題22問を対象としている。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 理科については、IRT スコアが 495 で、IRT バンド１の生徒の割合は、全国に比べて 0.1 ポイント

高く、IRTバンド２の生徒の割合は全国に比べて1.6ポイント高い。 

 

正答率下位２問 正答率上位２問 

理 科 

※ＩＲＴバンド 
各生徒に対して出題された問題の正誤状況

に基づき、総合的に推定されるもので、１～
５の５段階に区切ったもの。３を基準とし、
５が最もスコアが高い。 

□ 「Webページの情報だけを信用して考察して
よいか」について判断し、その理由として適切
なものをすべて選択する 
（設問２（２））   94.8％（全国94.6％） 

 
□ 加熱を伴う実験において、火傷をしたときの
適切な応急処置を選択する 
（設問５（１））   92.3％（全国93.0％） 

■ 【考察】をより確かなものにするために必要
な実験を選択し、予想される実験の結果を記述
する 
（設問２（１））   13.6％（全国14.0％） 

 

■ A さんの考えを肯定するためにはボーリング

地点③の結果がどのようになればよいかを判断

し、青色の地層を移動させ、ボーリング地点③

の結果をモデルで示す 
（設問８（２））   17.4％（全国18.1％） 

全国平均正答率を上回った上位２問 

 

全国平均正答率を下回った下位２問 

 
□ 水道水と精製水に関する２人の発表を見て、
探究の過程におけるあなたの振り返りを記述す
る 

（設問１（６）） 81.9％（全国 79.4％、全国比
＋2.5pt） 

 
□ 生物１から生物４までの動画を見て、呼吸を
行う生物をすべて選択する 

（設問１（４）） 31.0％（全国 29.7％、全国比
＋1.3pt） 

■ 小腸の柔毛、肺の肺胞、根毛に共通する構造
と同じ構造をもつものとして適切な事象を判断
し、選択する 

（設問７（１）） 29.4％（全国 34.8％、全国比
－5.4pt） 

 
■ クリーンルームのほかに気圧を利用している
身近な事象を選択する 

（設問９（２）） 53.4％（全国 58.1％、全国比
－4.7pt） 

単位は％（生徒の割合） 

令和７年度全国学力・学習状況調査中学校第３学年理科 https://www.nier.go.jp/25chousa/pdf/25mondai_chuu_rika.pdf 

https://www.nier.go.jp/25chousa/pdf/25mondai_chuu_rika.pdf
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   質問調査に関する調査結果 
 
○ 全国学力・学習状況調査結果チャート 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※結果チャートについて：児童生徒質問調査の下記の領域の回答状況を得点換算したもの（有効数字２桁）。全国平均

が 5.0 となるように標準化されており、その値が大きいほど、当該領域において肯定的な回
答割合が高いことを意味している。チャート内の数値は、広島県の得点を示している。 

児童生徒質問の内容については、国立教育政策研究所 HP を参照。https://www.nier.go.jp/25chousa/25chousa.htm 

領域名  児童生徒質問番号  領域名  児童生徒質問番号  領域名  児童生徒質問番号  

国語の学力  平均正答率  

（中学校理科は IRT

スコア）  

国語の学習活動  (46)(48)～(51) 生活習慣  (1)～(3) 

算数（数学）の学力  算数(数学)に関する意識  (52)(53)(55)(56) 学習習慣  (17)(19) 

理科の学力  算数(数学)の学習活動  (54)(57)～(59) 読書等  (21)～(24) 

主体的・対話的で深い学び  
(31)～(35) 

(37)(39) 
理科に関する意識  

児童(60)(61) 

(63)～(65) 

生徒(60)(61) 

(63)～(66) 
自己有用感等  

(5)(6)(10) 

(12)(14)(15) 

ICT を活用した学習状況  (28)(29) 理科の学習活動  
児童(62) 

(66)～(70) 

生徒(62) 

(67)～(70) 
向社会性  (8)(9)(11)(27) 

国語に関する意識  (44)(45)(47) 総合・学級活動・道徳  (40)～(43) 主体的な学習の調整  (16)(36) 

○ 小学校は、質問調査において、全ての領域で全国と同程度又は全国を上回っている。  

○ 中学校は、質問調査において、「理科に関する意識」「学習習慣」で全国より低く、他

の領域は全国と同程度又は全国を上回っている。 

小学校 

中学校 

学校数 440 校 生徒数 22,134 人  

5.1 

5.1 

5.1 

5.0 5.1 

5.1 

5.0 

5.0 

69 

59 

59 
5.2 

5.2 

5.1 

5.0 

5.1 

5.3 

5.2 

5.1 

5.2 

5.1 

5.2 5.1 

5.2 

4.9 

5.0 

55 

47 

495 
5.1 

5.1 

5.2 

4.7 

5.2 

5.2 

5.3 

教科を中心とした学力・学習状況  その他の学力・学習状況（学習習慣、自己有用感等）  

教科を中心とした学力・学習状況  その他の学力・学習状況（学習習慣、自己有用感等）  

学校数 234 校 生徒数 20,134 人  

https://www.nier.go.jp/25chousa/25chousa.htm
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○ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
  

児童生徒質問 ５年生までに（１、２年生のときに）受けた授業では、課題の解決に向け
て、自分で考え、自分から取り組んでいましたか 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

7 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各教科の正答率との関係（クロス集計） 選択肢ごとの教科の平均正答率 

○ 主体的・対話的で深い学びに取り組んだと考える児童生徒の割合は、全国平均より高

い。 

○ 主体的・対話的で深い学びに取り組んだと考える児童生徒ほど、各教科の正答率は高

い。 

○ 個別最適な学びになっていると感じていたり、協働的な学びに取り組んだと考えたり

している児童生徒ほど、各教科の正答率は高い。 

29.0 

30.7 

51.3 

50.0 

17.1 

16.8 

2.6 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■当てはまる  ■どちらかといえば、当てはまる  ■どちらかといえば、当てはまらない  ■当てはまらない 

広島県  

全国  

広島県  

全国  

小学校 中学校 

23.4 

24.2 

54.3 

53.9 

19.0 

18.5 

2.7 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主体的・対話的で深い学び 

「当てはまる」30.7％（全国比+1.7pt） 

肯定的回答  80.7％（全国比+0.4pt） 

「当てはまる」24.2％（全国比+0.8pt） 
肯定的回答  78.1％（全国比+0.4pt） 

74.3 

67.2 65.3 
69.0 

58.2 59.1 62.1 

48.7 51.5 51.8 

39.9 42.9 

20

30

40

50

60

70

80

国語      算数      理科 

60.4 
59.4 

54.1 55.7 

48.5 48.5 46.6 

33.3 
39.0 39.7 

23.9 
31.5 

20

30

40

50

60

70

80

国語      数学      理科※ 

※共通公開問題６問の平均正答率で集計  

小学校 中学校 

■当てはまる  ■どちらかといえば、当てはまる  ■どちらかといえば、当てはまらない  ■当てはまらない 

0.227 0.276 0.239 0.260 0.334 0.238 

 内の数値は相関係数  
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児童生徒質問 ５年生までに（１、２年生のときに）受けた授業は、自分にあった教え方、
教材、学習時間などになっていましたか 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

       
       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童生徒質問 授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力し 
ながら課題の解決に取り組んでいますか 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各教科の正答率との関係（クロス集計） 選択肢ごとの教科の平均正答率 

各教科の正答率との関係（クロス集計） 選択肢ごとの教科の平均正答率 

34.4 

38.7 

49.0 

46.5 

13.4 

12.0 

3.1 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■当てはまる  ■どちらかといえば、当てはまる  ■どちらかといえば、当てはまらない  ■当てはまらない 

広島県  

全国  

広島県  

全国  

小学校 中学校 

22.1 

24.2 

57.2 

55.8 

16.5 

15.9 

3.1 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

49.9 

54.3 

42.0 

38.9 

6.4 

5.5 

1.5 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■当てはまる  ■どちらかといえば、当てはまる  ■どちらかといえば、当てはまらない  ■当てはまらない 

広島県  

全国  

広島県  

全国  

小学校 中学校 

45.5 

48.4 

46.4 

43.7 

5.3 

5.1 

1.3 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

協働的な学び 

個別最適な学び 

「当てはまる」38.7％（全国比+4.3pt） 

肯定的回答  85.2％（全国比+1.8pt） 

「当てはまる」54.3％（全国比+4.4pt） 
肯定的回答  93.2％（全国比+1.3pt） 

「当てはまる」24.2％（全国比+2.1pt） 

肯定的回答  80.0％（全国比+0.7pt） 

「当てはまる」48.4％（全国比+2.9pt） 

肯定的回答  92.1％（全国比+0.2pt） 

73.0 

64.2 63.4 
67.9 

57.1 58.1 
63.1 

50.8 
52.8 

60.1 

50.6 51.2 

20

30

40

50

60

70

80

国語      算数      理科 

57.9 
54.9 52.0 

55.4 
48.1 47.9 49.2 

38.0 42.1 
45.8 

33.9 37.7 

20

30

40

50

60

70

80

国語      数学      理科※ 
※共通公開問題６問の平均正答率で集計  

小学校 中学校 

71.8 

61.7 61.7 
67.1 

56.8 57.5 59.0 

49.1 
50.9 54.6 

45.8 47.5 

20

30

40

50

60

70

80

国語      算数      理科 

56.9 

51.2 50.0 
53.7 

45.7 46.4 47.2 

37.4 
40.5 42.9 

30.4 
33.9 

20

30

40

50

60

70

80

国語      数学      理科※ 
※共通公開問題６問の平均正答率で集計  

小学校 中学校 

■当てはまる  ■どちらかといえば、当てはまる  ■どちらかといえば、当てはまらない  ■当てはまらない 

■当てはまる  ■どちらかといえば、当てはまる  ■どちらかといえば、当てはまらない  ■当てはまらない 

0.170 0.185 0.170 

0.171 0.144 0.142 

0.156 0.205 0.153 

0.133 0.143 0.121 

 内の数値は相関係数  

 内の数値は相関係数  
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○ ICT を活用した学習状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童生徒質問 ５年生までに（１、２年生のときに）受けた授業で、PC・タブレットなどの  
ICT 機器を、どの程度使用しましたか 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各教科の正答率との関係（クロス集計） 選択肢ごとの教科の平均正答率 

24.5 

23.2 

22.2 

24.7 

25.0 

26.7 

18.0 

16.7 

7.2 

6.0 

3.1 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29.5 

24.0 

23.7 

25.9 

23.3 

26.4 

15.7 

16.8 

5.3 

4.6 

2.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■ほぼ毎日（１日に複数の授業で活用）  ■ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業）  ■週３回以上   

■週１回以上              ■月１回以上              ■月１回未満  

 

広島県  

全国  

広島県  

全国  

小学校 中学校 

一人１台端末の使用頻度 

○ 一人１台端末をほぼ毎日使用した児童生徒の割合は、全国平均より、小学校は高い

が、中学校は低い。  

○ 一人１台端末をほぼ毎日（１日に複数の授業で活用）使用した児童生徒は、それ以

外の児童生徒と比べ、各教科の正答率は高い。 

○ 児童生徒が発表・表現する場面や、やりとりする場面で一人１台端末を使用させて

いる学校の割合は、全国平均より低い。  

ほぼ毎日使用 47.9％（全国比+1.2pt） ほぼ毎日使用 49.9％（全国比-3.3pt） 

70.8 

60.7 60.9 

69.5 

59.7 59.6 

69.7 

60.3 60.1 
68.1 

56.8 58.4 

66.2 

55.2 56.6 55.7 

43.9 46.1 

20

30

40

50

60

70

80

国語             算数             理科 

56.9 

50.5 50.5 

56.4 

50.3 48.9 
54.1 

47.3 47.3 
52.2 

43.6 
44.6 

51.1 

42.1 43.6 42.5 

31.0 
34.8 

20

30

40

50

60

70

80

国語             数学             理科※ 

※共通公開問題６問の平均正答率で集計  

小学校 
0.088 0.090 0.080 

0.121 0.119 0.116 

 内の数値は相関係数  

■ほぼ毎日（１日に複数の授業で活用）  ■ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業）  ■週３回以上   

■週１回以上              ■月１回以上              ■月１回未満  

 

■ほぼ毎日（１日に複数の授業で活用）  ■ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業）  ■週３回以上   

■週１回以上              ■月１回以上              ■月１回未満  

 

中学校 
 内の数値は相関係数  
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学校質問 次のような場面で児童一人一人に配備された PC・タブレットなどの ICT 機器を
どの程度使用させていますか。（ 「ほぼ毎日」と回答した学校の割合） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19.5

21.4

37.6

21.3

31.1

22.3 

15.0 

27.7 

14.3 

32.5 

0 10 20 30 40

児童が自分で調べる場面  

児童が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面  

教職員と児童がやりとりする場面  

児童同士がやりとりする場面  

自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面  

 

小学校 

中学校 生徒が自分で調べる場面  

生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面  

教職員と生徒がやりとりする場面  

生徒同士がやりとりする場面  

自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面  

 

■広島県  ■全国 

16.6 

17.1 

31.9 

21.4 

35.9 

13.7 

10.7 

24.8 

14.5 

28.6 

0 10 20 30 40

■広島県  ■全国 

（％）  

（％）  

一人１台端末の指導状況 
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○ 学習習慣 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童生徒質問 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらい
の時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教
わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む） 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各教科の正答率との関係（クロス集計） 選択肢ごとの教科の平均正答率 

○ 授業を除く平日の勉強時間が２時間以上の児童生徒の割合は、全国平均より、小学

校は高いが、中学校は低い。  

○ 休日の勉強時間が３時間以上の児童生徒の割合は、全国平均より、小学校は高い

が、中学校は低い。  

○ 授業を除く平日や休日に全く勉強をしない児童生徒は、それ以外の児童生徒と比

べ、各教科の正答率は低い。  

 

 

 

12.1 

12.8 

12.8 

13.6 

29.1 

27.8 

27.4 

27.8 

12.9 

12.2 

5.7 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■３時間以上                    ■２時間以上、３時間より少ない     ■１時間以上、２時間より少ない  

■30 分以上、１時間より少ない    ■30 分より少ない                   ■全くしない 

広島県  

全国  

広島県  

全国  

小学校 中学校 

9.9 

7.2 

20.9 

19.8 

30.8 

29.2 

19.1 

19.8 

11.3 

13.7 

7.7 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日の勉強時間（授業を除く） 

２時間以上 26.4％（全国比+1.5pt） 
30 分未満   18.0％（全国比-0.6pt） 

２時間以上 27.0％（全国比-3.8pt） 

30 分未満   23.7％（全国比+4.7pt） 

74.5 
69.9 

65.2 
71.5 

61.9 61.4 
70.7 

60.0 
60.7 

68.5 

57.0 58.7 
63.6 

51.6 
54.0 58.1 

46.9 48.3 

20

30

40

50

60

70

80

国語             算数             理科 

52.9 

47.6 46.3 

56.2 
51.8 50.2 

57.0 
51.5 49.6 

55.0 

47.2 
48.2 

53.3 

43.2 45.2 47.6 

35.2 
39.6 

20

30

40

50

60

70

80

国語             数学             理科※ 

※共通公開問題６問の平均正答率で集計  

小学校 
0.179 0.225 0.173 

0.086 0.146 0.097 

 内の数値は相関係数  

中学校 
 内の数値は相関係数  

■３時間以上                    ■２時間以上、３時間より少ない     ■１時間以上、２時間より少ない  

■30 分以上、１時間より少ない    ■30 分より少ない                   ■全くしない 

■３時間以上                    ■２時間以上、３時間より少ない     ■１時間以上、２時間より少ない  

■30 分以上、１時間より少ない    ■30 分より少ない                   ■全くしない 
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児童生徒質問 土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強
をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時
間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む） 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各教科の正答率との関係（クロス集計） 選択肢ごとの教科の平均正答率 

休日の勉強時間 

7.4 

7.6 

4.4 

4.5 

9.7 

9.3 

25.6 

23.1 

35.2 

35.1 

17.5 

20.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■４時間以上                    ■３時間以上、４時間より少ない     ■２時間以上、３時間より少ない  

■１時間以上、２時間より少ない  ■１時間より少ない            ■全くしない 

広島県  

全国  

広島県  

全国  

小学校 中学校 

5.3 

3.7 

8.5 

6.3 

18.7 

16.9 

25.4 

24.1 

24.1 

26.9 

15.4 

19.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３時間以上 12.1％（全国比+0.3pt） 
１時間未満 55.4％（全国比+2.7pt） 

３時間以上 10.0％（全国比-3.8pt） 

１時間未満 46.2％（全国比+6.7pt） 

78.7 77.1 
69.2 72.1 

65.5 62.6 
71.6 

62.1 61.7 
70.3 

59.6 60.4 

68.6 

57.3 58.9 63.2 

51.1 53.3 

20

40

60

80

100

国語             算数             理科 

57.6 
56.1 

51.8 

59.6 
57.8 

53.5 
58.5 

54.4 52.2 
56.7 

51.1 49.7 
53.7 

44.7 46.3 48.6 

37.3 
40.7 

20

30

40

50

60

70

80

国語             数学             理科※ 

※共通公開問題６問の平均正答率で集計  

小学校 
0.177 0.250 0.174 

0.167 0.226 0.167 

 内の数値は相関係数  

中学校 
 内の数値は相関係数  

■４時間以上                    ■３時間以上、４時間より少ない     ■２時間以上、３時間より少ない  

■１時間以上、２時間より少ない  ■１時間より少ない            ■全くしない 

■４時間以上                    ■３時間以上、４時間より少ない     ■２時間以上、３時間より少ない  

■１時間以上、２時間より少ない  ■１時間より少ない            ■全くしない 


